
森林は、木材資源の供給、水資源のかん養、国土の保全、植物を育むな

ど人類社会の生存基盤を支える多面的な機能を有しています。また、長

期間安定的に炭素を固定する機能を有していることから、地球温暖化防

止のための有効な方策として森林の整備、保全が進められています。 

そして、森林の整備、保全を進めるための有効な方策は、森林資源（木

材）供給が円滑になされることが不可欠です。 

しかし、現実は良質な原木が安価で輸入され国産材の需要が低迷するな

ど、解決しなければならない経済的要因が大きな問題となっています。 

このような状況を踏まえて、新エネルギーとして木質バイオマスの利用

や社会的貢献意識の高まりから、森林を活用した環境教育の実施等、環

境保全や国土保全の重要性に鑑み、社会的に森林の有用性を再認識する

ための努力に大きな期待が寄せられています。以上のように、我々の生

活基盤を支えている森林を、今後どのように管理・保全し、活用すべき

かということをテーマにシンポジウムを開催いたします。 

参加ご希望の方は、①勤務先等、②氏

名、③所属部署、④役職、⑤電話番号、

⑥メールアドレス（参加証送付先）を記

入のうえ、「sankan@poppy.ocn.ne.jp」ま

でメールにてお申し込み下さい。ホーム

ページ（http://www.sankankai.com/）

からもお申し込みできます。 
 

問い合わせ先◇シンポジウム事務局 

   電話:03（3580）2141 

   FAX:03（3580）2174 

   E-mail:sankan@poppy.ocn.ne.jp 

主催：社団法人産業と環境の会 

温暖化防止等と森林に関する 

シンポジウム 

シンポジウム開催案内 

後援： 

 林野庁 環境省 

協賛： 

 旭化成㈱ 旭硝子㈱ 味の素㈱ 

 石川島播磨重工業㈱ 宇部興産㈱ 

 ㈱荏原製作所 王子製紙㈱ 鹿島石油㈱ 

 ㈱カネカ 関西電力㈱ 関西ペイント㈱ 

 九州電力㈱ 協和発酵工業㈱ 栗田工業㈱ 

 ㈱クレハ ㈱神戸製鋼所 佐川急便㈱ 

 三共㈱ ＪＦＥスチール㈱ 四国電力㈱ 

 昭和シェル石油㈱ 昭和電工㈱ 

 新日本製鐵㈱ 新日本石油㈱ 住友化学㈱ 

 住友金属工業㈱ 積水化学工業㈱ 

 大日本インキ化学工業㈱ 大日本印刷㈱  

 武田薬品工業㈱ 中国電力㈱ 中部電力㈱ 

 電源開発㈱ 東京ガス㈱ 東京電力㈱ 

 ㈱東芝 東ソー㈱ 

 東電環境エンジニアリング㈱ 東燃化学㈱ 

 東燃ゼネラル石油㈱ 東邦ガス㈱ 

 東北電力㈱ ㈱トクヤマ トヨタ自動車㈱ 

 日産自動車㈱ 日新製鋼㈱ 日本化薬㈱ 

 日本製紙㈱ 日本電気㈱ 日本ペイント㈱ 

 富士通㈱ 富士フイルム㈱  

 ㈱ブリヂストン 北陸電力㈱  

 北海道電力㈱ 本田技研工業㈱ 

 松下電器産業㈱ 三井化学㈱ 

 三井金属鉱業㈱ 三菱化学㈱ 

 三菱重工業㈱ 三菱製紙㈱ 横浜ゴム㈱ 

       （社名五十音順）  

 
 

 

 

13:00～13:05 開  会  関澤秀哲 社団法人産業と環境の会 会長 

13:05～13:45 基調講演  箕輪光博 東京農業大学 地域環境科学部  

森林総合科学科 教授 

         「森林の活用と管理のあり方」 

13:45～14:15 講  演  岡田憲和 林野庁 企画課長 

         「森林・林業基本計画について 

－国内森林資源の有効利用を中心に－」 

14:15～14:45 講  演  野中 修 山梨県 森林環境部 林業振興課長 

         「山梨県における取り組み 

－企業の森推進事業について－」（仮題）  

14:45～14:55 休  憩  

14:55～15:25 講  演  髙木 浩 中部電力株式会社 

 執行役員 環境部長 

         「中部電力における取り組み 

                －自社保有林での森林活動等について－」 

15:25～16:25 パネルディスカッション「温暖化防止等と森林の活用」 

   コーディネーター：箕輪 光博、パネリスト：講演者        

16:25～16:30 閉  会  中西輝明 社団法人産業と環境の会 専務理事 

このシンポジウムは「平成18年度緑と水の森林基金」の助成を受けて開催します。 

日時  平成19年1月25日（木）  
    13:00～16:30（受付12:30～） 

会場  東京国際フォーラム 

    ホールＤ5 

参加費：無料 


